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●
は
じ
め
に―

カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
の
概
観

　

ア
セ
ア
ン
10
へ
の
最
後
の
加
盟
国
で
あ
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
（
一
九
九
九
年
四
月
加
盟
）
は
、
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
中
央
に
位
置
し
、
米
作
を
中
心
と
す
る

農
業
国
で
あ
る
。
国
土
面
積
は
一
八・
一
万
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
日
本
の
半
分
弱
、
全
耕
作
面
積

の
う
ち
九
五
％
が
米
作
農
地
で
あ
る
（
二
〇
〇
五

年
）。
第
一
次
産
業
の
生
産
額
の
う
ち
半
分
を
穀

物
が
占
め
、
残
り
の
さ
ら
に
半
分
を
漁
業
が
占
め

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
急

速
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
製
造
業
で
は
、
生

産
額
で
そ
の
七
五
％
を
占
め
る
縫
製
業
が
衣
料
等

の
輸
出
で
経
済
を
牽
引
し
て
い
る
。

　

通
貨
単
位
は
リ
エ
ル
、
実
質
経
済
成
長
率
（
リ

エ
ル
建
て
）
は
二
〇
〇
六
年
に
一
〇・
七
％
、

一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
一
三
年
間
の
平

均
で
も
八・
五
％
と
、
高
い
成
長
率
を
記
録
し
て

い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
の
総
人
口
は
一
三
三
九
万
人
、
人

口
密
度
は
七
三・九
（
人
／
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
境
を
接
す
る
タ
イ

（
一
二
三・
四
、二
〇
〇
六
年
）
や
ベ
ト
ナ
ム

（
二
六
一・
六
、
同
）
よ
り
小
さ
く
、
ラ
オ
ス

（
二
四・三
、
同
）
よ
り
大
き
い
。

　

労
働
力
人
口
で
は
、
農
業
生
産
性
の
向
上
や
製

造
業
へ
の
シ
フ
ト
か
ら
、
第
一
次
産
業
の
比
率
は

一
九
九
九
年
の
七
五
％
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
は

五
五
％
へ
と
下
落
し
て
い
る（
二
〇
〇
四
年
調
査
）。

●
統
計
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

　

さ
て
、
我
々
統
計
の
利
用
者
に
と
っ
て
、
興
味

の
対
象
で
あ
る
国
・
地
域
で
、
比
較
可
能
な
形
で

各
種
統
計
が
整
備
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
を
理

想
の
状
況
と
考
え
る
と
、
現
在
は
残
念
な
が
ら
十

分
に
満
足
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
統
計
数
値
と
い
う
の
は
単
体
で
存
在

し
て
も
そ
れ
ほ
ど
意
味
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

横
断
面
的
、
時
系
列
的
に
比
較
・
検
討
さ
れ
て
初

め
て
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

筆
者
が
こ
れ
ま
で
各
国
・
地
域
に
お
け
る
各
種

の
経
済
・
社
会
統
計
を
用
い
て
き
た
経
験
か
ら
す

る
と
、
統
計
の
整
備
度
合
は
一
国
の
経
済
発
展
段

階
と
正
の
関
連
が
あ
る
、
と
い
う
思
い
を
強
く
す

る
（
そ
れ
は
「
統
計
の
整
備
度
合
の
高
さ
」
が
明

確
に
定
義
さ
れ
な
い
限
り
実
証
不
可
能
で
あ
る

が
）。
そ
し
て
、同
じ
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
、

も
し
く
は
感
じ
た
こ
と
の
あ
る
分
析
者
は
多
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
に
日
本
や
米
国
等
、
先
進

国
の
デ
ー
タ
分
析
を
行
っ
た
経
験
を
そ
の
ま
ま
途

上
国
に
当
て
は
め
て
分
析
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た

際
、「
必
要
な
デ
ー
タ
系
列
が
な
い
」
と
、
途
方

に
暮
れ
た
経
験
を
持
つ
例
は
多
い
と
思
う
。
国
民

所
得
統
計
と
い
っ
た
「
基
本
的
」
と
思
わ
れ
る
も

の
さ
え
未
整
備
で
あ
る
場
合
も
あ
る
し
、
必
要
と

す
る
期
間
の
統
計
が
揃
わ
な
い
、
な
ど
と
い
う
こ

と
は
し
ば
し
ば
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
各
国
の
マ
ク
ロ
経
済
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
や
世
界
銀
行
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
な
ど
も
調
査
・
推

計
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
機
関
か
ら
比
較
的
手

軽
に
入
手
可
能
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

そ
の
デ
ー
タ
の
中
に
は
「
聞
き
取
り
調
査
か
ら
推

計
さ
れ
た
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
」
と
い
っ
た
も
の
も
含

ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
こ

う
。

　

本
稿
で
は
、
統
計
が
未
整
備
で
あ
る
が
た
め
に

デ
ー
タ
の
入
手
が
困
難
で
あ
る
途
上
国
を
対
象
に
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
行
っ

て
き
た
「
現
地
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
く
マ
ク
ロ
計

量
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
」
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
に

適
用
し
よ
う
と
す
る
際
の
問
題
点
と
今
後
の
展
望

トレンド・リポート

植
村
仁
一

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
マ
ク
ロ
経
済
統
計

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
マ
ク
ロ
経
済
統
計 ―

統
計
整
備
へ
の
展
望
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に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
経
済
発
展
と
統
計
整
備

　

①�

一
人
当
た
り
所
得
で
見
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
位
置
付
け

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
ま
と
め
て
い
るIn-

ternational Financial Statis-
tics

（
Ｉ
Ｆ
Ｓ
）
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〇
六
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
三
九
〇

ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア

の
代
表
的
な
国
に
つ
い
て
、
同

じ
よ
う
な
水
準
だ
っ
た
年
を
ま

と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
な

お
、
表
１
は
当
該
年
の
各
国
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
各
国
通
貨
建
て
）

と
同
為
替
レ
ー
ト
（
年
平
均
）

を
用
い
て
算
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
貨
幣
価
値
（
物
価

水
準
）
の
変
動
や
為
替
制
度
の

差
異
な
ど
は
無
視
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
が
、
一
定
の
尺
度
と

は
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
指
標

は
、
文
字
通
り
「
米
ド
ル
換
算

し
た
一
人
当
た
り
所
得
」
で
は

あ
る
が
、「
企
業
な
ど
が
そ
の

国
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
際
の

労
賃
の
水
準
」
な
ど
と
読
み
か

え
て
も
よ
い
。
後
者
の
方
が
国

際
的
に
比
較
す
る
の
に
意
味
は

あ
り
そ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
同

じ
一
ド
ル
で
も
「
購
買
力
」
と
い
う
こ
と
を
考
え

れ
ば
各
国
で
必
ず
し
も
同
質
・
同
量
の
財
が
対
応

す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

表
１
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
二
〇
〇
六
年

の
所
得
水
準
は
、
二
〇
〇
四
年
に
お
け
る
ベ
ト
ナ

ム
、
一
九
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
後
半
の
韓
国
、
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。

　

②
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
統
計

　

と
こ
ろ
で
本
誌
『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン

ド
』に
は
、こ
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
‐
Ｉ
Ｆ
Ｓ
を
主
た
る
デ
ー

タ
ソ
ー
ス
と
す
る
「
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域　

経
済

統
計
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
一
二
の
国
・

地
域
の
デ
ー
タ
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
試
み
に
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
同
じ
形
式
で
作
成
し
て
み

た
の
が
表
２
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
同
コ
ー
ナ
ー
と
比
較
し
て
み
る
と
、
韓

国
や
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
ベ
ト

ナ
ム
に
追
随
す
る
位
置
に
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
よ

り
も
先
行
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
そ
れ
は
、

表
１
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
と
あ
る
程
度

関
連
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る（
な
お
、同
コ
ー
ナ
ー

で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
掲
載
し
て
い
な
い
。「
公
式
レ
ー
ト
」
で
計
算

す
る
と
同
国
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
六

年
で
三
万
ド
ル
程
度
と
な
っ
て
し
ま
い
、
実
態
を

ま
っ
た
く
反
映
し
な
い
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ

る
）。

●
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
統
計
整
備
状
況

　

①
統
計
を
公
表
す
る
機
関

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
統
計
デ
ー
タ
は
、
表
３
に
示
さ

表１　１人当たりGDP（米ドル・名目）

カンボジア 2006年 512ドル
ベトナム 2004年 542ドル
中国 1993年 539ドル
インドネシア 1980年 480ドル
タイ 1978年 533ドル
フィリピン 1978年 529ドル
韓国 1974年 542ドル
（参考）日本 1961年 565ドル

（出所）�IMF-IFS. ベトナムの2004年為替レートは、
http://fx.sauder.ubc.ca/data.html

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

  ６
月20
08

  ５
月20
08

  第
１
四
半
期

表２　ワールド･トレンド形式

13．カンボジア（18.1万㎢）
人口（年央・100万人） 13.49 13.72 13.96  14.20 14.44
為替レート（リエル/米ドル） 3,973.33 4,016.25 4,092.5 4,103.25 4,056.17 3,991.3 4,003 4,078
国内総生産（10億リエル） 18,535 21,367  25,754  29,849 3,5002
（GDP）（10億米ドル） 4.66  5.32 6.29 7.27  8.63

一人当たりGDP（米ドル） 346  388 451  512 597
GDP実質成長率（%） 9.3  10.0 13.7  10.8 10.1
通貨供給量（M2・10億リエル） 3,338.4  4,284.8 4,962.5 6,974.7  11,287.5 11,943.1 12,695.7 12,506.5
（前年同期比増減率　%） 15.4  28.3  15.8 40.5 61.8 
消費者物価指数（2000=100） 103.8 107.9 114.0 119.4  126.4 
（前年同期比増減率　%） 1.2 3.9 5.7  4.7  5.9 
輸出（fob,100万リエル） 7,036  8,786  12,335 14,614  17,847
（前年同期比増減率　%） 20.8 24.9 40.4  18.5 14.5
輸入（cif,100万リエル） 6,883  8,332 10,428 12,249 21,498
（前年同期比増減率　%） 5.1  21.1  25.2 17.5 10.3

外貨準備高（100万米ドル） 815.3  943.1  952.7  1,157.1  1,806.7  2,054.77 2,267 2,262.32
（出所）IMF-IFS.
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れ
る
省
庁
（
今
回
の
目
的
で
あ
る
「
マ
ク
ロ
計
量

モ
デ
ル
作
成
」に
直
接
関
連
す
る
機
関
の
み
抜
粋
）

を
は
じ
め
、
各
国
際
機
関
か
ら
入
手
可
能
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
国
家
統
計
局（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
）は
カ
ン
ボ
ジ

ア
計
画
省
（
Ｍ
Ｏ
Ｐ
）
の
下
部
組
織
で
あ
る
。
Ｎ

Ｉ
Ｓ
は
公
的
統
計
の
要
で
あ
り
、
日
本
の
「
総
務

省
統
計
局
」
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
は
各
種
の
セ
ン

サ
ス
（
悉
皆
調
査
）
や
サ
ー
ベ
イ
（
標
本
調
査
）
を

行
い
、
統
計
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
表
４
に
は
、
国

家
統
計
局
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
各
種
統
計
の

例
（
他
省
庁
で
実
施
の
調
査
統
計
を
含
む
）
を
掲

げ
て
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
単
年
度
の
調

査
に
基
づ
く
横
断
面
統
計
が
多
く
、
体
系
的
に
各

種
統
計
を
継
続
的
に
収
集（
推
計
も
含
む
）・分
類・

公
表
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
統
計
年
鑑
は
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
の
援
助
を
得
て
二
〇
〇
〇
年
版
か
ら

現
在
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
か
ら
発
行
さ

れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
サ
イ
ト
上
の
最

新
版
で
あ
る
二
〇
〇
六
年
版
、
及
び
各
省
庁
の
サ

イ
ト
な
ど
か
ら
、
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
作
成
に
関

わ
る
統
計
に
つ
い
て
整
備
状
況
を
確
認
し
て
い
く
。

　

②
国
民
所
得
統
計
（
国
民
経
済
計
算
）

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
民
所
得
統
計
で
は
、
生
産
サ

イ
ド
・
需
要
サ
イ
ド
と
も
に
一
九
九
三
年
の
民
主

化
以
降
の
期
間
に
つ
い
て
、二
〇
〇
五
年
ま
で（
最

後
の
二
年
は
暫
定
値
）
の
デ
ー
タ
が
Ｎ
Ｉ
Ｓ
に
よ

り
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
表
５
に
ま
と
め
て

み
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
統
計
数
値
を
公
表
し
て

い
る
の
は
名
目
、
実
質
の
い
ず
れ
も
経
済
活
動
別

（
生
産
側
）
統
計
の
み
で
あ
り
、
消
費
や
投
資
と

い
っ
た
需
要
項
目
別
で
は
わ
ず
か
に
「
最
終
消
費

支
出
の
グ
ラ
フ
の
み

4

4

4

4

4

」
が
示
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。

　

③
貿
易
関
連

　

統
計
年
鑑
の
「
国
際
収
支
と
貿
易
」
欄
に
は
国

際
収
支
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
相
手
国
別
、

財
別
と
い
っ
た
通
関
統
計
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

商
業
省
が
公
表
し
て
い
る
貿
易
デ
ー
タ
は
、
例
え

ば
詳
細
な
相
手
国
別
輸
入
に
関
し
て
は
一
九
九
八

年
の
一
時
点
の
横
断
面
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
ず
、
時
系
列
で
入
手
可
能
な
も
の
と
し

て
は
「
米
国
、
Ｅ
Ｕ
、
非
Ｅ
Ｕ
」
と
い
う
不
思
議

な
三
区
分
へ
の
輸
出
デ
ー
タ

4

4

4

4

4

が
一
九
九
五
年
か
ら

二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
一
年
一
～
一
〇
月
に
つ
い

て
発
表
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

④
金
融
関
連

　

貨
幣
供
給
や
国
内
信
用
と
い
っ
た
金
融
指
標
は

統
計
年
鑑
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
指
標

の
多
様
性
・
時
系
列
的
な
長
さ
と
も
に
不
十
分
で

あ
る
。

　

⑤
価
格
指
標

　

消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
が
プ
ノ
ン
ペ
ン

に
つ
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
る
二
〇
〇
一
年
以
降

は
月
次
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
、
食
料
品
や
衣
類
、

教
育
と
い
っ
た
支
出
分
類
別
の
価
格
指
数
も
公
表

さ
れ
て
い
る
。
全
国
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な

い
に
せ
よ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
統
計
全
体
で
は
最
も

先
行
国
の
そ
れ
に
近
い
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、

生
産
者
価
格
指
数
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
は
産
業
分
類
別
・

トレンド・リポート

表４　国家統計局が公表するデータ（一部）

人口センサス 2008（10年ごと）
人口及び健康に関する調査 2000、2005
社会経済サーベイ 2003-04
国民所得統計 時系列:1993-2004
消費者物価指数（CPI） 毎月
人口サーベイ 2004（中間調査）
児童労働サーベイ 2001、2003
労働力調査 2001
企業調査 2000

（出所）表３に同じ。

表５　公表されている国民所得統計関連指標
統計表:
国内総生産（GDP）及び一人当たりGDP
経済活動別GDP 名目
経済活動別GDP 実質：2000年固定価格、以下同じ
経済活動別GDP成長率 名目
経済活動別GDP成長率 実質

グラフ:
GDP成長率 名目、実質
産業別GDP 名目
最終消費支出 実質

（出所）表３に同じ。

表３　カンボジアの公的統計発表機関（一部）

National Institute of Statistics 国家統計局
Ministry of Planning 計画省
Ministry of Economy and Finance 経済財政省
Ministry of Commerce 商業省

（参考：国際機関）
United Nations 国際連合
United Nations Development Programme 国連開発計画
World Bank 世界銀行
Asian Development Bank アジア開発銀行

（出所）NISウェブサイトより抜粋。
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四
半
期
ご
と
に
二
〇
〇
〇
年
の
デ
ー
タ
か
ら
公
表

さ
れ
て
い
る
。

　

⑥
人
口
統
計

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
一
九
六
二
年
、
一
九
九
八
年
、

二
〇
〇
八
年
に
人
口
セ
ン
サ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
セ
ン
サ
ス
の
速
報
値
に
よ
れ
ば

二
〇
〇
八
年
三
月
三
日
時
点
の
人
口
は
男
性

六
五
〇
万
、
女
性
六
八
九
万
人
の
合
計
一
三
三
九
万

人
で
あ
り
、
人
口
増
加
率
は
年
一・五
四
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

⑦
労
働
力
統
計

　

時
系
列
で
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
つ

い
て
、
主
た
る
産
業
分
類
別
の
雇
用
者
数
が
得
ら

れ
る
。
ま
た
、
労
働
者
の
性
別
、
所
属
産
業
な
ど

の
属
性
別
で
は
、
サ
ー
ベ
イ
（
二
〇
〇
〇
年
企
業

調
査
）
に
基
づ
い
た
一
時
点
の
デ
ー
タ
の
み
が
入

手
で
き
る
。

　

以
上
、
駆
け
足
で
一
回
り
し
て
み
た
が
、
統
計

の
種
類
と
時
系
列
的
な
長
さ
、
さ
ら
に
は
統
計
間

の
一
貫
性
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
は
、
統
計
整
備
の
開
発
途
上
、
そ
れ
も
よ
う
や

く
ス
タ
ー
ト
台
に
着
い
た
と
こ
ろ
、
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
統
計
整
備
状
況
の
も
と
、

筆
者
は
次
に
説
明
す
る
よ
う
な
一
種
無
謀
と
も
い

え
る
試
み
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
作
成
へ
の
展
望

　

①
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
と
は

　

あ
る
国
に
お
け
る
農
業
や
工
業
生
産
、
物
価
、

失
業
率
、
政
府
投
資
、
輸
出
入
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
（
マ
ク
ロ
）
経
済
活
動
を
示
す
デ
ー
タ
が
存

在
し
、
時
系
列
的
に
あ
る
程
度
の
長
さ
で
入
手
可

能
で
あ
る
と
す
る
。

　

経
済
理
論
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ら
変
量
間
の
関

係
を
仮
定
し
、
統
計
理
論
に
基
づ
い
て
そ
の
仮
定

を
統
計
的
に
有
意
に
裏
付
け
る
関
係
式
を
推
定
す

る
。
一
般
に
入
手
可
能
な
デ
ー
タ
系
列
が
多
け
れ

ば
多
い
ほ
ど
、
経
済
変
数
間
の
関
係
を
よ
り
多
様

に
示
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
入
手
可
能
な
期
間

（
年
、
四
半
期
な
ど
）
が
長
い
ほ
ど
、
安
定
し
た

推
計
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
と
は
、
こ
う
し
て
導
か
れ

た
方
程
式
群
を
一
つ
の
「
連
立
方
程
式
」
と
み
な

す
も
の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
一
定
の
ル
ー
ル
に
基

づ
い
た
集
合
体
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
り
、
単
に

色
々
と
推
定
し
て
み
た
雑
多
な
式
を
集
め
た
も
の

は
、
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
と
は
呼
ば
な
い
）。

　

連
立
方
程
式
で
は
、
未
知
変
数
の
個
数
に
対
し

て
式
の
数
が
多
す
ぎ
る
と
か
足
ら
な
い
と
い
う
こ

と
が
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
式
を
同
時
に
満
足
す

る
解
が
「
一
意
に
」
決
定
さ
れ
る
。
同
様
に
、
正

し
く
作
ら
れ
た
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
立
方
程
式
の
性

質
で
あ
る
、
一
貫
性
・
整
合
性
の
あ
る
解
が
得
ら

れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
ま
た
、
各
経
済
変
数

が
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の
変
数

に
生
じ
た
変
化
は
、
直
接
・
間
接
的
に
経
済
全
体

へ
の
影
響
と
し
て
現
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
色
を
生

か
し
、
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
は
政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
経
済
予
測
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
て
き

た
。

　

例
え
ば
、
増
減
税
の
家
計
支
出
へ
の
影
響
を
調

べ
た
い
、
と
い
う
場
合
、
現
実
の
社
会
で
そ
れ
を

実
験
し
て
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
原

油
価
格
が
二
〇
〇
ド
ル
／
バ
レ
ル
と
な
っ
た
場
合

の
経
済
全
体
に
与
え
る
影
響
が
知
り
た
い
、
と
い

う
場
合
、
現
実
の
社
会
に
そ
の
よ
う
な
事
実
を
実

験
的
に
現
出
さ
せ
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
不
可
能
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
が
活

用
さ
れ
、「
税
率
」
も
し
く
は
「
税
収
」、「
原
油

価
格
」
と
い
っ
た
変
数
を
外
生
的
に

4

4

4

4

操
作
す
る
。

そ
の
「
解
」
と
し
て
の
家
計
支
出
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、

新
し
い
環
境
下
（
増
減
税
が
あ
っ
た
、
原
油
価
格

が
二
〇
〇
ド
ル
に
な
っ
た
）
に
お
け
る
合
理
的
な

値
で
あ
る
。
そ
の
値
を
、
何
も
手
を
加
え
て
い
な

い
状
況
下
で
の
解
（
ベ
ー
ス
ケ
ー
ス
と
い
う
）
と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
環
境
が
そ
れ
ぞ

れ
の
経
済
変
数
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す

か
を
推
計
す
る
の
で
あ
る
。

　

②
カ
ン
ボ
ジ
ア
モ
デ
ル
の
作
成
可
能
性

　

マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
は
、
中
心
と
な
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
、
供
給
面
か
ら
定
義
す
る
「
供
給
型
」
と
、
需

要
面
か
ら
定
義
す
る
「
需
要
型
」
と
に
大
別
さ
れ

る
（
他
の
形
式
も
あ
る
）。
前
者
の
供
給
型
は

一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
日
本
、
一
九
七
〇
年
代
の

ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
当
時
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
呼
ば
れ
て

い
た
）、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
ア
セ
ア
ン
諸
国

に
つ
い
て
多
く
用
い
ら
れ
た
形
式
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
の
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
よ
う
に
工
業
化
が
進

み
、
経
済
を
牽
引
す
る
主
動
力
が
軽
工
業
製
品
か

カンボジアのマクロ経済統計 ― 統計整備への展望
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ら
重
工
業
品
・
精
密
製
品
等
の
輸
出
へ
と
移
行
す

る
に
従
い
、
分
析
に
用
い
ら
れ
る
計
量
モ
デ
ル
も

需
要
型
へ
と
移
行
し
て
き
た
。

　

後
述
す
る「
貿
易
リ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
と
の
結
合
」

の
目
的
の
た
め
に
は
需
要
型
で
作
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い

て
は
、
い
ま
だ
農
業
が
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
る
産

業
構
造
や
、
軽
工
業
品
主
体
の
貿
易
構
造
を
見
る

と
、
現
時
点
で
は
供
給
型
の
モ
デ
ル
の
適
用
可
能

性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

　

③
最
低
限
必
要
な
デ
ー
タ

　

供
給
型
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

各
産
業
の
付
加
価
値
の
合
計
と
し
て
定
義
す
る
。

生
産
関
数
の
議
論
か
ら
は
、
そ
れ
ら
は
各
産
業
に

賦
与
さ
れ
た
「
資
本
量
」
と
「
労
働
量
」
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
上
で
見
た
よ

う
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
そ
の
よ
う
な
統
計
は
整

備
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
場
合
、
国
際
的
な

指
標
や
、
近
隣
も
し
く
は
発
展
段
階
の
似
通
っ
た

他
国
の
変
数
な
ど
を
援
用
し
、
説
明
変
数
を
紡
ぎ

出
し
て
い
く
、
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
方
に
あ

る
。
他
方
、
別
の
観
点
か
ら
説
明
要
因
（
も
ち
ろ

ん
デ
ー
タ
の
取
れ
そ
う
な
）
を
求
め
る
、
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
モ
デ
ル
構

築
者
（
＝
分
析
者
）
に
任
さ
れ
た
部
分
」
に
、
モ

デ
ル
の
「
セ
ン
ス
」
が
問
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
。

例
え
ば
米
の
生
産
量
を
説
明
す
る
の
に
、
コ
チ
コ

チ
に
経
済
学
的
に
考
え
て
「
投
入
資
本
と
労
働
量

の
統
計
が
な
い
」
と
騒
ぐ
の
で
は
な
く
、「
平
均

気
温
」、「
年
間
降
水
量
」
な
ど
と
い
う
方
向
に
目

を
向
け
て
み
よ
う
。

●
今
後
の
展
望

　

①
カ
ン
ボ
ジ
ア
モ
デ
ル
作
成
に
向
け
て

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ー
タ
の
入
手
可
能
性

に
か
な
り
の
程
度
制
約
の
あ
る
状
況
下
に
お
い
て
、

筆
者
は
今
年
度
、
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
経
験
を
も
と
に
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
作
成
を
試
み
て
い
る
。

そ
の
前
段
階
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
一
国

を
「
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
の
作
成
及
び
モ
デ
ル
に

よ
る
分
析
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
統
計

整
備
の
ど
こ
に
問
題
点
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ

れ
は
解
決
可
能
で
あ
る
の
か
、
可
能
で
あ
る
と
す

れ
ば
ど
う
い
っ
た
統
計
を
優
先
し
て
整
備
し
て
い

く
べ
き
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
リ
ン
ク
モ
デ
ル
へ
の
拡
張
可
能
性

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、

東
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
の
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
の

開
発
、
更
新
を
行
い
、
経
済
予
測
等
に
活
用
し
て

き
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
個
別
モ
デ
ル
を
、
貿
易

構
造
を
通
じ
て
相
互
に
接
続
し
た
、「
東
ア
ジ
ア

貿
易
リ
ン
ク
モ
デ
ル
」
を
開
発
し
て
き
た
。
こ
の

貿
易
リ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
各
国
・
地
域
別
、
財

別
の
輸
出
入
を
相
互
に
接
続
し
、
全
体
と
し
て
一

種
の
「
世
界
モ
デ
ル
」
と
み
な
す
も
の
で
あ
り
、

そ
の
「
解
」
に
は
、
や
は
り
連
立
方
程
式
体
系
と

し
て
の
「
一
貫
性
・
整
合
性
」
が
保
た
れ
る
。

　

上
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
貿
易
リ
ン
ク
シ
ス
テ

ム
へ
の
接
続
に
は
「
需
要
型
」
モ
デ
ル
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
相
手
国
別
・
財

別
貿
易
デ
ー
タ
と
、
財
別
輸
出
入
価
格
指
数
が
不

可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
と
す
る
そ
の
よ
う
な
貿
易
デ
ー
タ
の
入
手

は
ほ
ぼ
絶
望
的
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
各
国
・
地
域
別
、
財
（
一
次
産
品
、

原
油
、
製
造
業
製
品
）
別
貿
易
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら

継
続
的
に
「
ア
ジ
研
貿
易
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
・
維
持
管
理
し
て
き
た
貿
易

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

は
貿
易
金
額
と
価
格
指
数
を
、
最
大
限
整
合
性
を

高
め
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
一
九
六
〇
年

代
か
ら
の
長
期
時
系
列
の
デ
ー
タ
検
索
が
可
能
な

も
の
で
あ
る
。

　
「
東
ア
ジ
ア
貿
易
リ
ン
ク
モ
デ
ル
」
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
貿
易
の
み
を
チ
ャ
ネ
ル
と
し
た
き
わ
め

て
限
定
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
全
体

で
の
整
合
性
の
あ
る
分
析
が
可
能
で
あ
る
と
い
う

特
長
を
持
つ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
デ
ー
タ
整
備
状

況
を
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
ま
だ
リ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

へ
の
接
続
は
難
し
い
か
と
思
わ
れ
る
（
そ
も
そ
も

需
要
型
カ
ン
ボ
ジ
ア
モ
デ
ル
自
体
が
未
完
で
あ

る
）
が
、
近
い
将
来
に
は
種
々
の
問
題
点
は
克
服

さ
れ
、「
東
ア
ジ
ア
貿
易
リ
ン
ク
モ
デ
ル
」
と
の

貿
易
構
造
を
通
じ
た
接
続
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

（
う
え
む
ら　

じ
ん
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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